
●お問合せは、お買い上げの販売店または下記事業所へお申しつけください。
札 幌 支 店
盛岡営業所
仙 台 支 店
新潟営業所
宇都宮営業所
つくば営業所
さいたま支店
東 京 支 店
東京西営業所
多摩営業所
千葉営業所
横 浜 支 店
静岡営業所
長野営業所
名古屋支店
金沢営業所
京都営業所
大 阪 支 店
神戸営業所
岡山営業所
広 島 支 店
高松営業所
福 岡 支 店
鹿児島営業所

tel.011-841-3731 fax.011-841-9926 〒003-0012  札幌市白石区中央2条3丁目3-10
tel.019-645-5271 fax.019-645-5275 〒020-0134  盛岡市南青山町4-8
tel.022-288-8415 fax.022-287-3110 〒984-0012  仙台市若林区六丁の目中町31-35
tel.025-267-1241 fax.025-231-0506 〒951-8154  新潟市掘割町3-4 川崎ビル1F
tel.028-610-7891 fax.028-610-7892 〒320-0847  宇都宮市滝谷町20-20 SSビル1F
tel.0297-52-1551 fax.0297-52-1552 〒300-2494  茨城県つくばみらい市小絹551
tel.048-657-9221 fax.048-657-9191 〒330-0810  さいたま市大宮区土手町1丁目2 JA共済埼玉ビル2F
tel.03-3552-2961 fax.03-3552-4460 〒104-0033  東京都中央区新川1丁目14-5 金盃第三ビル4F
tel.03-5358-3391 fax.03-5358-3392 〒151-0073  渋谷区笹塚3-2-15 第Ⅱベルプラザ1F
tel.042-525-0431 fax.042-525-0433 〒190-0013  立川市富士見町1丁目21-18 クラン岩崎1F
tel.043-245-6801 fax.043-245-6805 〒260-0027  千葉市中央区新田町10-15 誠寿ビル1F
tel.045-473-2700 fax.045-473-9660 〒222-0033  横浜市港北区新横浜2-17-2 フォンターナ新横浜4F
tel.054-283-5011 fax.054-283-5120 〒422-8043  静岡市中田本町60-7
tel.026-225-5901 fax.026-225-5902 〒380-0928  長野市若里1丁目21-24 八州若里第二ビル1F
tel.052-858-2420 fax.052-858-2461 〒466-0033  名古屋市昭和区台町1丁目23
tel.076-240-2300 fax.076-240-3791 〒920-0364  金沢市松島2丁目209
tel.075-252-0371 fax.075-252-0378 〒604-0847  京都市中京区鳥丸通押小路上ル秋野々町535 日土地京都ビル3F
tel.06-6260-0821 fax.06-6260-0822 〒541-0053  大阪市中央区本町4-1-7 第二有楽ビル6F
tel.078-382-0173 fax.078-382-0190 〒650-0025  神戸市中央区相生町4丁目4-14 グランダーブル2F
tel.086-244-2222 fax.086-244-1612 〒700-0971  岡山市野田3丁目23-7
tel.082-232-0439 fax.082-232-0432 〒733-0037  広島市西区西観音町9-7 なかよしビル1F
tel.087-868-0434 fax.087-868-0491 〒760-0079  高松市松縄町50-13
tel.092-947-2661 fax.092-947-2706 〒811-2414  福岡県粕屋郡篠栗町和田805-2
tel.099-259-2911 fax.099-259-2808 〒890-0055  鹿児島市上荒田町39-10 RJR上荒田102

このたびは、弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。
安全にご使用いただくために良くお読みいただき、大切に保管してください。

販売店様・施工業者様へのお願い
本書は、お客様が本製品を適切にご使用いただくための説明・注意事項が記載されて
おります。必ずお客様にお渡しください。
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安全上のご注意(必ずお守りください）

※本書は、お買い上げいただいた製品を安全にご使用していただくために、特に注意していただくこ
とを表示してあります。取付け前に必ずお読みいただき、適切な取扱いをお願い致します。

●本書では、表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる、危険や損害の程度を次の表
示で区分し、説明しています。

●本書では、お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し説明しています。

製品の取扱いにおいて、その行為を「禁止」する図記号です。

製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を「強制」する図記号です。　

注意
本製品は屋内用です。屋外へは取付けないでください。　

高温多湿の条件下や水に濡れることが予想される場所へは取付けない
でください。

製品は、水平に取付けてください。

セットバーをつかんで製品を持つのはおやめください。故障の原因と
なります。

■取付け上のご注意（取付け前に必ずお読みください）

付属のブラケット取付けネジは木部用です。木部以外には使用しないでください。

本製品を取付ける下地の強度や材質を確認し、施工してください。確実に下地に取付
けていない場合は落下の原因になります。

取扱説明書に記載されているブラケット取付け数量と取付け位置は必ずお守りくださ
い。本体が落下する恐れがあります。

警告

警告

注意

製品の取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負うことが想定される
危害の程度を示しています。

製品の取扱いを誤った場合、傷害を負うことが想定されるか、または
物的損害の発生が想定される危害・損害の程度を示しています。
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必ずボールチェーンを持って操作を行ってくだ
さい。スクリーンやローラーパイプ、ウエイト
バーを持って操作を行わないでください。

開閉動作の範囲内に破損の恐れがある物や操作
の障害となる物を置かないでください。

製品は決められた製品高さの範囲でご使用くださ
い。範囲以上でご使用になると、スクリーンの落
下、破損の原因になります。

強風の時は、必ず窓を閉めるかスクリ
ーンを巻き上げた状態にしてください。

メカ部の分解や可動部への注油は、破
損や故障の原因となりますので絶対に
おやめください。

火のそばでのご使用は絶
対におやめください。

■使用上のご注意（ご使用前に必ずお読みください）

警告

製品に物を吊り下げたり、ぶら下が
らないでください。製品が破損した
り、落下する恐れがあります。
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お子様をコードやチェーンで遊ばせないでください。

コードやチェーンが体に巻きついたり、引っ掛かるよう
なことをしないでください。事故の恐れがあります。

操作しない時は、お子様の手が届かない位置でコード
やチェーンを束ねて、安全タッセルで留めてください。

注意

急激な操作や無理な操作は、絶対に
おやめください。製品が破損したり、
落下する恐れがあります。



スクリーンの交換方法

P . 4

マイテックデコラ

注意
スクリーンを外した状態でローラーパ
イプを矢印の方向に少し回すと、スト
ッパーが解除され、パイプが自動的に
逆回転し、スプリングの設定（初巻
き）が解除されてしまいます。スクリ
ーンを外してから取付けるまでパイプ
を回さない様に注意してください。
スプリングの設定（初巻き）が解除され
た場合は、P.13の「スクリーンの昇降
スピードの調整方法」に従って、再調整
してください。

マイテックループ デコラ
マイテックワンタッチループ デコラ
（イラストは右操作仕様）

■スクリーンの取外し方法
❶製品を取外します。　　　　　　　　　　　
スクリーンを巻き上げた状態で本体を持ち、ブ
ラケットの解除ボタンを押しながら(①)ヘッ
ドボックス手前に引いてください（②）。本体
を仮止めフックから外してください。

❷本体を仮止めフックから外してください。

ブラケットから製品を取外す際は、必
ず手で支えながら作業してください。

注意

ウエイトバーはスクリーンに対して
垂直に扱ってください。ウエイト
バーを傾けて扱いますとスクリーン
に接触し、スクリーンを傷める恐れ
があります。

② 手前に引く

ヘッドボックス

仮止めフック

ブラケット

① 解除ボタンを
押しながら
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❸マイテックデコラの場合は、P.11～12の「プ
ルセットの取外し方法」に従ってプルセットを
取外してください。

❹ローラーパイプが露出するまでスクリーンを
引き出してください。

〈マイテックデコラの場合〉

①スクリーンを少し引き出しストップさせて
ください。

②引き出したスクリーンをウエイトバーに巻
きつけてください。

③ローラーパイプが露出するまで①、②を繰り
返し行ってください。

〈マイテックループデコラの場合〉

①片手でボールチェーンを引っ張り、もう一方
の手でローラーパイプを回転させながらス
クリーンを少しずつ引き出してください。

※下限コネクター（製品本体の取扱説明書をご参照
ください）をご使用の場合は①を行う前に取外
してください。

※スクリーンの取付け時（P.7～をご参照くださ
い）に再び下限コネクターを取付けますので、下
限コネクターを取外した位置に印をしておくと
後の作業が簡単になります。

②引き出したスクリーンをウエイトバーに巻
きつけてください。

③ローラーパイプが露出するまで①、②を繰
り返し行ってください。

② 少しずつ
巻き取る 

① 手前に
引く 

①
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②スクリーン上端の白い樹脂部分とローラー
パイプの間に指をはさみ、そのままスライ
ドさせてスクリーンを外してください。

❺スクリーンをローラーパイプから取外してく
ださい。

※スクリーンが巻き戻されないようにストッパー
がかかっていることを確認してください。

①引き出しテープを持ち上げ、スクリーンを
約10cm位引き出してください。

引き出しテープ 

約10cm

〈マイテックワンタッチループデコラの場合〉
①ボールチェーンを引いてスクリーンを少し引
き出しストップさせてください。　

※下限コネクター（製品本体の取扱説明書をご参照
ください）をご使用の場合は①を行う前に取外
してください。

※スクリーンの取付け時（P.7～をご参照くださ
い）に再び下限コネクターを取付けますので、下
限コネクターを取外した位置に印を付けておく
と後の作業が簡単になります。

②引き出したスクリーンをウエイトバーに巻き
つけてください。

③ローラーパイプが露出するまで①、②を繰り
返し行ってください。

引き出しテープ
位置指示ステッカー 

② 少しずつ
巻き取る 

① 手前に
引く 

①
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（左側） 

ステッカー 

本体 

引き出しテープ 

スクリーン 

■スクリーンの取付け方法
❶ステッカーの位置が左側にくるように本体を
置き、引き出しテープが左側にくるようにス
クリーンを本体の手前に置いてください。

❷スクリーンを図のように折った状態でスク
リーン上部の白い樹脂部分をローラーパイ
プの溝に差し込んでください。

スクリーンを
折った状態に 
します 

スクリーンを
折った側から
ローラーパイプ
溝に挿入します 

❸右方向へ指を軽くスライドさせながらスク
リーンを取付けてください。

❹ウエイトバーをキャップを外した側から差
し込んでください。

❺マイテックデコラの場合はP.11～12の「プル
セットの取付け方法」に従って、プルセットを
取付けてください。

スクリーン ウエイトバー

❻ウエイトバーキャップを差し込んでください。
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〈マイテックデコラの場合〉
①ローラーパイプを矢印の方向に少し回す
と、ストッパーが解除され、自動的にス
クリーンがローラーパイプに巻かれます。
スクリーンが巻きあがる際はローラーパイ
プが高速で回転しますのでローラーパイ
プを手で持ってブレーキをかけながらス
クリーンを巻き取ってください。

②P.11～12の「プルセットの取付け方法」に
従ってプルセットを取付けてください。

〈マイテックループデコラの場合〉
●イラストの様に片手でボールチェーンを
引っ張り、もう一方の手でローラーパイプ
を回転させながらスクリーンを少しずつ
巻き取ってください。

※ボールチェーンにスクリーン取外しの際に取
外した下限コネクタ－（製品本体の取扱説明
書をご参照ください）を取付けてください。

　（下限コネクタ－はスクリ－ンの逆巻きを防
止するための部品です。取付け位置は自由に
調整することができます。）

❼スクリーンをローラーパイプに巻き取ってください。

〈マイテックワンタッチループデコラの場合〉
①ウエイトバーキャップを差し込んでくだ
さい。

②イラストのようにチェーンを少し引くと
ストッパーが解除され、自動的にスク
リーンがローラーパイプに巻かれます。
スクリーンが巻き上がる際はローラーパ
イプが高速で回転しますのでローラーパ
イプを手で持ってブレーキをかけながら
スクリーンを巻き取ってください。

※ボールチェーンにスクリーン取外しの際に取
外した下限コネクタ－（製品本体の取扱い説
明書をご参照ください）を取付けてください。
（下限コネクタ－はスクリ－ンの逆巻きを防
止するための部品です。取付け位置は自由に
調整することができます。）

P . 9

❽本体を取付けます。
　ヘッドボックスの溝をブラケットの仮止めフッ
ク（解除ボタンのある側）に引っ掛けてくださ
い(①)。本体を奥に『カチッ』と音がするまで
押し上げてください（②）。

❾製品取付け後に何度か昇降操作を行って正
常に動作するか確認してください。

本体取付け後、確実に本体がブラケッ
トに固定されていることをご確認くだ
さい。

注意

② 奥に押す

ヘッドボックス

ブラケット

① 仮止めフックに
引っ掛けて
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スクリーン巻きずれ対処方法　　　　　　　　　　　　　

●スクリーンが巻きずれていると、スクリーンを昇降できなくなったり、スクリーンが破損（し
わ、やぶれ等）する恐れがあります。出荷時に、調整をしてありますが、取付け場所の関係等に
より、巻きずれが発生した場合は、以下の手順で巻きずれを補正してください。

〈スクリーンが巻きずれた状態とは？〉

①スクリーンが「竹の子」状になる。

②スクリーンがサイドホルダーセットに当たる。

③ウエイトバーが左右均等（水平）にならない。

■巻きずれの補正方法
❶まず製品が正しい状態になっているか確認
します。
①製品が水平に取付けられているか？
②ブラケットが正しい位置に付いているか？
③プルボールがウエイトバーの中央にセッ
トされているか？

※正しくない場合は、正しい状態に直してください。

❷プルボールを垂直に引いて、スクリーンを下
まで引き出して止め、さらに3～4cm下に引
き手を離してスクリーンを巻き上げてくだ
さい。

❸❷の昇降操作を2～3回くり返してくださ
い。それでも巻きずれが直らない場合は、付
属の巻きずれ調整シールを使って巻きずれ
を直してください。

※巻きずれ調整シールの使用方法は、調整シールの
裏面をご覧ください。

プルボールを 
垂直に操作する 

① 水平に取付ける 

①

③

②

② ブラケットの
位置を正しく
取付ける 
（P.5参照） 

③ プルボールをウエイトバーの 
中央にセットする（P.8参照）

プルセットの取付け・取外し方法/マイテックデコラのみ
※プルセットには、プルボールセット、プルグリップセット（オプション）、フラットグリップ（オプション）、ヌード
用プルボールセット（オプション）があります。スクリーンの着脱等でプルセットの取付け・取外しが発生す
る場合は、それぞれの手順に従って作業を行ってください。

※プルセットの取付け、取外しを行う際はスクリーンを30cmほど引き出して作業を行ってください。
※スクリーンの操作方法については製品本体の取扱説明書をご覧ください。（プルセットの取付け時はウエイ
トバー中央を持って操作してください。）

〈プルボールセットの場合〉
■取付け方法
❶ウエイトバーから片側のウエイトバーキャ
ップを外してください。

❷固定レバーが裏側（窓側）になる向きで、プル
ボールセットをウエイトバーに差し込んで
ください。

❸ウエイトバーの中央にプルボールセットの
位置を合わせ、プルボールセット裏側の固定
レバーを倒して固定します。最後にウエイト
バーキャップをウエイトバーにはめてくだ
さい。

■取外し方法
●取付け方法の逆の手順（❸→❷→❶）で取外
してください。　　

〈プルグリップセット（オプション）の場合〉
■取付け方法
❶ウエイトバーから片側のウエイトバーキャ
ップを外してください。

❷固定レバーが裏側（窓側）になる向きで、プル
グリップセットをウエイトバーに差し込んで
ください。

※プルグリップ部が外れている場合は、手前に曲
がっている側を表側（室内側）にして組み込んで
ください。

❸ウエイトバーの中央にプルグリップセット
の位置を合わせ、プルグリップセット裏側
の固定レバーを倒して固定します。最後にウ
エイトバーキャップをウエイトバーにはめて
ください。

■取外し方法
●取付け方法の逆の手順（❸→❷→❶）で取外
してください。

ウエイトバーの中央

プルボールセット

プルボール

ウエイトバー

ウエイトバーキャップ

固定レバー
※裏側（窓側）

固定レバーを
倒す

ウエイトバーの中央

ウエイトバー

プルグリップセット

ウエイトバーキャップ

固定レバー
※裏側（窓側）

プルグリップ
※曲がっている側が
　表側（室内側）

固定レバーを
倒す
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ウエイトバーの中央

フラットグリップ

ウエイトバー

〈フラットグリップ（オプション）の場合〉
■取付け方法
❶ウエイトバーから片側のウエイトバーキャッ
プを外してください。

❷フラットグリップをウエイトバーに差し込ん
でください。

※差し込む際はスクリーンを傷めないようご注意く
ださい。

❸ウエイトバーの中央にフラットグリップの位
置を合わせ、最後にウエイトバーキャップを
はめてください。

■取外し方法
●取付け方法の逆の手順（❸→❷→❶）で取外し
てください。

〈ヌード用プルボールセット（オプション）の場合〉
■取付け方法
❶ウエイトバーの中央に位置を合わせ、ウエイト
バー下の溝に止め具を差し込んでください。

❷止め具を90°回転して固定してください。

■取外し方法
●取付け方法の逆の手順（❷→❶）で取外してく
ださい。

止め具

差し込んで

ウエイトバーの中央

ウエイトバー

90°
回転させる

ウエイトバー
キャップ
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スクリーンの昇降スピードの調整方法

注意
スプリングの調整を行う場合は、スピードを確認しながら調整を行ってください。
過度にスプリングを強くしますと破損の原因になります。

●本製品は、出荷時にスプリングの調整を完了しておりますが、スクリーンの巻き上げスピード
の微調整を行いたい場合やスクリーン着脱時にスプリングの設定（初巻き）を解除してしま
った場合に調整を行ってください。

●スプリングの設定（初巻き）が解除してスクリーンが巻き上がらなくなった場合は、サイド
ホルダー側から調整を行ってください。

※マイテックデコラ、マイテックワンタッチループデコラの場合（製品幅600mm以上）スクリーンが完
全に巻き上がる前に一旦ブレーキがかかりその後ゆっくり巻き上がる『スローストップ機能』が標準装
備されておりますがその動作位置や速度調整は出来ません。

※スクリーンの取外しの際にスプリングの設定（初巻き）が解除された場合、以下の❶～❹に従って調整
してください。

※スクリーンの取外し方法についてはP.4をご覧ください。

❶矢印の方向にローラーパイプを回してください。
❷反発を感じるまで回し、ローラーパイプをストップ
させてください。

❸P.7「スクリーンの取付け方法」に従ってスクリーン
を取付けてください。

❹スクリーンを取付けた後、さらにスプリングの調整が
必要な場合、サイドホルダー側からスプリングの調整
を行ってください。 ローラーパイプを矢印の方

向と逆に回すと部品が破損
し故障の原因となります。
必ず、矢印の方向に回して
ください。

※
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■ローラーパイプを用いた調整方法/マイテックデコラ、マイテックワンタッチループデコラのみ
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遅 

速 

〈マイテックデコラループ（チェーン式）の場合〉
※製品幅440mm以下の製品はスプリングセットを内蔵しておりませんので、調整はできません。
※右操作と左操作では、回す方向が逆になりますのでご注意ください。
●操作側（チェーン側）と反対のサイドホルダーセットのカバーを手前にスライドさせて外し、⊕
ドライバー＃2（製品に付属されておりません）で調整十字穴を回し調整を行ってください。

■サイドホルダー側からの調整方法
〈マイテックデコラ（スプリング式）の場合〉

〈右操作の場合〉 〈左操作の場合〉

・矢印の方向に回すと巻き上げ操作力が
軽くなります。

※引き下げ時の操作力は重くなります。

・矢印の方向に回すと巻き上げ操作力が
軽くなります。

※引き下げ時の操作力は重くなります。

サイドホルダー 
カバー 

調
整
側 巻

き上
げるときに

軽く
なる巻

き上
げるときに

軽く
なる

サイドホルダー 
カバー 

調
整
側

●サイドホルダーセットのカバーを下方向にスラ
イドさせて外し、⊕ドライバー＃2（製品に付属
されておりません）で調整十字穴を回し調整を
行ってください。

・時計回りに回すと巻き上げスピードが遅くなり
ます。

・反時計回りに回すと巻き上げスピードが速くな
ります。

※基本的に製品に向かって右側のサイドホルダーセッ
トがスプリング調整側になります。

調整十字穴

調整十字穴 調整十字穴

反時計回り

時計回り

サイドホルダー カバー
※取外しの際は、少し外側にうかしながら
　手前にスライドさせてください。
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お手入れ方法
●日頃のお手入れはハタキやハンドモップ等でほこりを落としてください。
●スクリーンのヨゴレは、水を十分絞ったきれいな布で軽く拭きとってください。（水であっても、ス
クリーンは一度濡れると多少変色する場合がありますのでご注意ください。）

梱包材の処理方法
●梱包材は可燃ゴミと不燃ゴミに分別して処分してください。
●各自治体により分別基準が異なりますので、それぞれの自治体の規定に従って処理してくだ
さい。


